
 

 

 

 

 国道１号静清バイパスは、地域高規格道路「静岡東西道路」の一部を構成し、

静岡市の環状道路の一部として、交通混雑の緩和、交通安全の確保、静清都

市圏の発展の支援等を目的に計画された静岡市清水区興津東町から静岡市駿

河区丸子二軒家に至る延長 24.2km の幹線道路です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道１号 静
せい

清
しん

バイパス 

・静清バイパスは、平成９年３月の全線暫定２車線開通以降、順次「４車線化」を推進しており、平成２７

年３月１日に羽鳥・牧ヶ谷 IC のフルインター化と鳥坂 IC～千代田上土 IC 間が開通しました。 

・平成３０年度に、牧ヶ谷ＩＣ～丸子ＩＣ間が４車線開通する予定です。 

・引き続き平面区間の立体化および暫定開通区間の４車線化を推進し、交通混雑の緩和、交通安全の確保を

事業進捗状況 

【平成２７年度の主な事業内容】 

◆清水立体 用地買収、埋蔵文化財調査 

◆牧ヶ谷IC～丸子IC トンネル工、橋梁下部工、水文調査 

４車線立体化 

の簡略図 
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■ 交通量の変化

［静清バイパス：断面１］

全車
約１割増

小型車：
約１０％増

大型車：
約８％増

※出典：ﾄﾗｶﾝ交通量（Ｈ26.3.6（木）とＨ27.3.5（木）の比較）

：小型車交通量 ：大型車交通量

静清バイパス 工事状況写真 

写真位置図 

①丸子藁科トンネルⅡ期線（西側） 

トンネル掘削の準備をしています。 

②丸子藁科トンネルⅡ期線（東側） 

トンネルを掘削しています。 

至名古屋 

至東京

Ⅰ期線 

市道丸子・泉ヶ谷線 至東京 

至名古屋

牧ヶ谷ＩＣ
下り線オンランプ

Ⅰ期線 

平成 27 年 2 月撮影 平成 27 年 2 月撮影 

静清バイパス（H27.3.1 開通区間）整備効果 

・今回の開通により、静清バイパスの利用交通量は約１割増加しています。 

・利用交通量は増加しましたが、特に４車線拡幅区間（鳥坂ＩＣ～千代田上土ＩＣ）では渋滞が解

消され、朝ピーク時（７時台）の所要時間が約１５分短縮（約 46 分⇒約 31 分）されました。 

牧ヶ谷ＩＣ交差点

■ 牧ヶ谷IC付近における交通状況

至 名古屋 至 名古屋

至 東京至 東京渋滞

本線の信号待ち
の渋滞が解消

■ 千代田上土IC付近における交通状況

至 名古屋

至 東京

※Ｈ26年2月 7時頃 ※Ｈ26年3月 7時頃

至 名古屋

至 東京

※Ｈ26年1月 10時頃 ※Ｈ26年3月 10時頃

渋滞
渋滞が解消

 信号機撤去後 信号機撤去前

 ４車線化後 ４車線化前



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・静清バイパスを利用する企業からは、通勤時や輸送時の所要時間の短縮を実感する声や、今

後の企業活動における物流効率化などの期待の声をいただいています。 

・開通により所要時間のばらつきが改善され輸送時の速達性・定時性が向上しています。 

現在、牧ヶ谷ＩＣ～丸子ＩＣ間の４車線化（平成 30 年度予定）と清水立体化事業を進めており、これらの
整備により、清水港や東名・新東名などへのアクセス性がさらに向上し、地域経済の発展へ寄与するこ
とが期待されます。 

■ 通勤ルートの変更

千代田
上土IC

瀬名IC

鳥坂IC４車線化
開通区間

国道１号

清水区

1

1

葵区

至

東
京

長崎IC
能島IC

：開通前（3/1以前）の通勤ルート

※流通ｾﾝﾀｰ企業へのヒアリング調査より

流通
ｾﾝﾀｰ

自宅
（清水区内）

① 通勤時の変化

至

名
古
屋

千代田
上土IC

瀬名IC

鳥坂IC

４車線化
開通区間

清水区

1

1

葵区

長崎IC

能島IC

流通
ｾﾝﾀｰ

自宅
（清水区内）

至

名
古
屋

《開通前》 ：国道１号現道 《開通後》 ：静清バイパス

：開通後（3/1以降）の通勤ルート

• 静清バイパス
の渋滞がなく
なったため、
通勤ルートを
変更しました。

至

東
京
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【静清バイパスを利用する企業の声】

［業務における効果と期待］

• 千代田上土ＩＣ～鳥坂ＩＣ間の慢性的な渋滞が解消され、配送時間
が計算しやすくなりました。

• お客様への到着時間の設定や、到着荷物の入庫時間の確定が

しやすくなり、迅速な配達と輸送回数の増加が可能になります。

• 渋滞の解消で余裕ができ、スムーズな活動が見込まれます。

業務面でもエリア拡大に期待しています。

• 走行時のドライバーの肉体的、精神的負担が軽くなります。

■ 所要時間のばらつき（遅れのリスク）の減少

② 企業活動（輸送時）の変化

至

東
京

静岡SA
ｽﾏｰﾄIC

至

名
古
屋

千代IC

平和IC

昭府IC
唐瀬IC

安
倍
川

牧ヶ谷IC

葵区
羽鳥IC

清水いはらIC

新清水JCT

清水区

新静岡IC

千代田
上土IC

瀬名IC
鳥坂IC

清水IC

興津IC

能島IC

362

1
1 清見寺IC

清水JCT

速達性・定時性の向上
で物流効率化を支援

○清水港発着の輸送経路 丸子ＩＣ⇒長崎ＩＣにおける所要時間（ばらつき）の変化

長崎IC丸子IC

清水港発着貨物車両の利用割合
・静清バイパス ：約６割
・東名高速道路 ：約２割
・国道１５０号 ：約１割
・その他路線 ：約１割

清水港

開通前：ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ（H26.3）、開通後：ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ（Ｈ27.3～5）
※上り（清水港方面）

※出典：商用車プローブデータ（H26.7）

150

割合
（％）

所要時間（分）

［開通後］
約３分のばらつき 改善

［開通前］
約７分のばらつき

開通前

開通後



 
 
 
 

国道１号静清バイパスのうち、既に平面部として供用している静岡市清水

区横砂から同区八坂にかけて、渋滞緩和、交通事故削減、沿道環境改善を目

的として立体化を行います。                               

 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

清水港

清水いはらＩＣ

清水ＪＣＴ

至 東京

至
名

古
屋

至
浜

松

至 名古屋 至 御前崎

至 東京

至
浜

松

中部横断自動車道 至 山梨

東名清水ＩＣ

清水区市街

印：立体交差化される信号交差点

第２バース（-15m）（耐震）
H25.5.25部分整備完了

新清水ＪＣＴ

清見寺ＩＣ
平成２７年度　事業内容 興津ＩＣ

新興津埠頭
興津埠頭

袖師埠頭

用地買収

本線

街路部自歩道 街路部 自歩道

遮音壁
植栽

遮音壁
植栽

遮音壁 遮音壁

国 道 1 号 静 清 バ イ パ ス   清水
し み ず

立体
し み ず し ず お か 

よ こ す な や さ か 

至 東京 

清水立体詳細図 

渋滞状況写真 ※庵原交差点付近（名古屋方向を望む）

清水立体整備効果 

清水立体 断面構成 

・静清バイパス丸子ＩＣ～興津ＩＣ間の所要時間が、約１８分短縮され
ます。（約４０分から約２２分に短縮） 

（街路部２車断面） 

（街路部４車断面） 

渋滞緩和

※１ 民間プローブデータより算出 
※２ 静清ＢＰ４車線区間の民間プローブデータを用いて算出 
※３ 静清ＢＰ全線立体４車線完成時 
民間プローブデータ：平日７時台平均旅行速度（上り線） [H25.4～8] 

本線

街路部自歩道 街路部 自歩道

遮音壁
植栽

遮音壁
植栽

遮音壁 遮音壁

街 路

特殊部（横砂）標準部（庵原～横砂）標準部（八坂～庵原）

 

至　名古屋 至　東京

特殊部（八坂）

（仮）清水IC交差点
（街路から東名へ接続）

（仮）横砂交差点
交差道路　半地下構造

東海道新幹線

県道茂畑横砂線

清水IC西交差点

街路部：４車線 街路部：２車線

庵原川

西久保交差点 庵原交差点

本 線

インターチェンジ
（横砂地区）

東名清水ＩＣ
（本線から東名へ接続）インターチェンジ

（八坂地区）

立 体 化 す る 区 間

尾羽交差点

 

 

清水立体
整備後 

現況 

※1 

※2 ※3 

時間


